
安芸高田市のまちづくりの処方箋 

～持続可能な地域をつくるために～第一部 市全体編 

一般社団法人 持続可能な地域社会総合研究所 
所長  藤山 浩 

〇安芸高田市のまちづくりの課題と求められる進化 

〇2周目が見えない国土と暮らし 

１．全国的な田園回帰の動き 

２．安芸高田市の人口予測 

３．女性の定住・起業 

４．所得１％戦略と循環型へ 

５．合わせ技の組織と拠点をつくる 

６．地元ぐるみで介護を支える 

2020年2月16日 
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安芸高田市まちづくりの課題と求められる進化（持続地域総研の提言） 

●人口分析から見えてきた課題 

60代後半が 
主力世代 

30歳前後の 
女性流出大 

●「地元関係図」分析から見えてきた自治振興の課題 

生桑振興会

生桑地区

安
芸
高
田
市

地方創生課

健康長寿課

地域営農課

生桑自主防災会

美土里小学校

美土里中学校

美土里米毎まつ
り実行委員会

危機管理課

財産管理課

環境生活課

まなびや（旧生桑小学
校校舎）

（振興会の会議・デイサービスで校
舎を利用している、耐震性に不安）

福祉区（6）

第19福祉区 第20福祉区

第18福祉区第16福祉区 第17福祉区

(株)ふれあい市
（生桑地域複合型ＳＳ）
（ガソリンスタンドと食料品店舗の複

合施設）

(有)生田
モータース

(有)広島ワ
イエス 生桑郵便局

敬老会・ふれあ
い祭実行委員会
（地域の文化祭、各集落、
神楽団、法人や団体が出

演・出店等協力）

￥

￥
美土里グランド
ゴルフ大会実行

委員会

広島県北部森林
管理署生桑森林

事務所

生桑女性会

生桑老人会

消防団

保育所

(有)桑田の庄
（農事組合法人、水田、ブ
ルーベリー、商店経営、除

雪など）

旧保育所園舎

青神楽団
（青集落）

美穂神楽団
（島根県邑南町出羽との

合同神楽団）

桑田天使神楽団
（桑田集落）

中山間直
接支払い

（農）犬伏興産
（青地区、木材供給事業、

除雪）

お助けワゴン

桑田の庄
（都市との交流施設、神楽の
ステージ、お葬式、桑田自治
会の会議、イベントで使用）

事務所
兼店舗

（日用品、食料品の販
売）

桑田自治会

第21福祉区

役員（会長・副会長・幹事事務局）
は振興会の役を充てる

行政区（18）

美土里町地域運
営協議会連合会

安芸高田市まち
づくり委員会

錦城神楽団
（生田集落）

神楽団の団員は、自然と消防
団にも所属する傾向にある

出店協力

役員
￥

￥

(有)上川建
設

石井運送

(株)源流の里
（青地区の農業組合）

青加工クラブ
（焼き肉のたれを製造、

女性中心）

(株)ふれあい市の社長
を兼任

上青

大所 智教寺

中青

出店

下青

程原

生田
上市

山崎石丸 中市
生田
下市

助実

日南是光 下音地 上音地

上城

美土里町生田

行政区は6つの福祉区に分けられる

中山間直
接支払い

青集落資源保全
会

桑田地区農地・
水・環境保全会

多面的機
能支払

美土里町桑田

中山間直
接支払い

中山間直
接支払い

中山間直
接支払い

中山間直
接支払い

※この他にも中山間直接支払いや多面的機能支払い交付金
などの農地関係の補助金を受け取る協定組織は複数ある。

青女性会

山和会

青サロン
（住民グループ）

智教寺サロン
（住民グループ）

ひめぼたる
サロン

（住民グループ）

桑田ふれあい
サロン

（住民グループ）

￥

￥

￥

￥

￥

￥

￥

￥

￥ ￥

￥

￥￥

多面的機
能支払

安芸高田市社
会福祉協議会

￥

￥

￥

八千代町地域振興
会連絡協議会

上根・向山地域振興会
（年1回総会・月1回役員会を実施、その他の事業…グランドゴル

フ大会、自主防災訓練、夏祭り（上根夜市）、敬老会、およりん
祭、清掃活動）

上根向山
地区

安
芸
高
田
市

地方創生推進課

健康長寿課

農林水産課

女性ボランティ
アの集団

八千代南保
育園

八千代中学校

八千代郷土芸能保存会

田楽部
（50～70代中心）

八千代小学校
PTA

ひばりの会
（ボランティアグルー

プ）

環境生活課

危機管理課

商工観光課

行政区（13）

日南下 市裏

市表

土井余井

平原

本郷

末石

日南中

日南上

東邦団地

市下

根之谷

八千代郵便
局

(株)岡田商事
(株)やまひ
ろ運輸

(株)大和エン

ジニヤリング
八千代工場

太平土木
(株)

(株)キャン

ピングカー
広島

珍豚香八千
代店

（飲食店）

(有)部品セ
ンター広島

(有)八千代
運輸倉庫

(有)矢後自

動車整備工
場

山川産業
(株)広島工

場

潜龍峡ふれあいの里
潜龍峡レストハウス

（ボランティア7名で運営、3月～12月
毎週に一地曜日開店）

吉田警察署
上根駐在所

棚田開墾モリモリ倶楽部
（平成28年に本郷の耕作放棄地を開

墾・再生する任意他団体、広大生と花
田植え・稲刈りや、竹林整備、炭焼き
など地域外の人を招き様々なイベント

を行っている）

総
務
部

推
進
部

ふ
れ
あ
い
部

八千代小学校

霧切谷
（飲食店）

めん処上根
（飲食店）

セブンイレ
ブン上根バ
イパス店

青
年
部

（
夏
祭
り
運
営
）

広
報
部

（
毎
月
広
報
出
版
）

子ども会
（子どもたちもクラブ活動など
で忙しくなり、活動が以前ほど

活発でなくなっている）

安芸高田市消防団
八千代方面隊第４分団

ななまがり会
（40～50代中心の会、上根向山地区に
愛着が持てるような活動を模索中）

木の駅八千代
（平成29年11月発足、八千代町周辺の

杉・ヒノキの人工林間伐・搬出・出荷、
地域通貨、チェーンソー講習会、構成

員の半数が広島市・廿日市市）

イベント協力

メンバーがほぼ同じ

運営

田植え・収穫・
餅つき

振興会による
イベント協力
住民周知

木の駅八千代
の構成員

広大生イベント
参加者

住民有志

￥

構成員
（女性が多い）

広島国際
射撃場

八千代銭太鼓グ
ループ

安芸高田市
民生児童委員

安芸高田市
根野児童クラブ

シルバー人
材センター

土井サロン
（土井集会所にて）

上根サロン
（上根集会所にて）

根の谷サロン
（潜龍峡ふれあいの

里にて）

本郷ふれあい
サロン

（本郷集会所にて）

コスモスサロン
（市表集会所にて）

財産管理課

地域営農課

￥

￥

末石子供会￥

￥

￥

￥

￥

￥

￥

￥

中山間地域直
接支払協定

￥

安芸高田市社会
福祉協議会

￥

※この他にも中山間直接支払いや多面的機能支払い交付金
などの農地関係の補助金を受け取る協定組織は複数ある。

￥

上
根
・向
山 

生
桑 

常駐のマネー
ジャー的人材
の不在 

地元ごとの 
定住受入れ体
制の必要性 

分野を横断し
た地域経営会
社の設立 

コミュニティの 
担い手引退 

女性の起業支援 

若いお母さんの 
拠点づくり 

地域ぐるみの介護体制 

地域ごとの定住目標 

地域振興
組織： 
マネー

ジャー配置 

＜進化版・地域振興組織＞ 

法人事業： 
分野横断 
域内循環 

定住プラン 

女性 
プラン 

福祉 
プラン 

地
区
別
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口
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診
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地
区
同
士
の
相
互
研
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分
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横
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支
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チ
ー
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地区ごとの 

行
政 

支
援 

「縦
割
り
」か
ら
一
括
へ 

連携 

小
さ
な

拠
点 



2018年3月25日 
発売～農文協～ 

長
続
き
す
る
地
元
経
済
の
創
り
方 

所得取り戻しの１％戦略 



人口対策・定住促進の決定版 

2018年12月5日発売～農文協～ 



全国で展開中の「小さな拠点」の初の本格解説本！ 

2019年12月21日発売～農文協～ 



2020年1月12日 
「みんなでつくる中国山地」 
発刊記念シンポジウム 

過疎は終わった！ 

2月14日（金）午後５～６時、NHK第一ラジオ、全国放送出演 



 果てしなく広がる都市圏。毎日
の長時間通勤。そびえ立つビル
やタワーマンション。 

 そこで、日々暮らす人々の思
いは、周りや次世代の人々に伝
わっていくのだろうか？ 



東京23区における高齢者数の予測 

2050年の高齢者は281万人＝1平方キロ当たり、4,507人 
100ｍ四方に45人→介護や医療だけでなく、生活も限界 
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美鈴が丘団地 1988年 
（国土交通省国土計画局） 

都市の団地で何が起こっているか！？ 



●2015年危機＝都市団地の高齢化率、田舎超過！ 
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2015年 

2015年 
団塊世代、全員 
高齢者へ 
＜団地の限界＞ 



田園回帰＋地元の創り直し 

●ひと・自然・伝統・他地域との
つながり・循環再生 
●定住自治区の設定 

1960 
年代 

1970 
年代 

現在 
 

2010 
年代 

安価な食糧・
石油・資源 

木材輸入 
自由化 
1964年 

エネルギー革命 

臨海工業地帯の発達 

人口の都市集中 

人口の都市流出 

「過疎」 「過密」 

昭和ひとけた 
世代 

すでに 
25~35歳 
で残存 

郊外団地 過疎法1970年 
主
力
世
代 

引退局面 

過疎対策 
（社会資本整備） 

「限界集落」 

30歳で入居 

60歳定年 

高齢化 

高齢化 

「団地の限界」 

大量消費 

（石油）文明の
発達 

「地球環境の
限界」 

中国等の 
経済成長 

消費型ライフ
スタイル 
（３Ｃ＝車、 
クーラー、 
カラーテレビ） 

資材 
需要 

農林業衰退 

時代の要請：中山間地域、都市、

国土、地球の「限界」の複合解決 

地球温暖化 
等の深刻化 

＜中山間地域＞ ＜ 都 市 ＞ ＜ 海 外 ＞ 

不
在
地
主 

●
欧
米
で
の
田
園
回
帰 

2020 
年代 

東日本 
大震災 

アジア、
アフリカ
都市集中 

「国土の限界」 

団塊世代 

「２周目」が見えない「規模の経済」～「１周目」で全面的な限界に直面 



30代女性コーホート変化率 
【 2013年3月～2018年1月】 

１．全国的な田園回帰の動き 



30代女性コーホート変化率【 2013年3月～2018年1月】 

順位 都道府県 市町村名 増減率

1 鹿児島県 三島村 478.0%

2 鹿児島県 十島村 144.4%

3 沖縄県 渡名喜村 142.9%

4 東京都 利島村 119.7%

5 島根県 知夫村 118.2%

6 北海道 赤井川村 59.5%

7 長野県 大鹿村 58.4%

8 東京都 青ヶ島村 55.6%

8 和歌山県 北山村 55.6%

10 北海道 ニセコ町 45.8%

11 沖縄県 南大東村 44.4%

12 沖縄県 座間味村 43.9%

13 島根県 海士町 43.8%

14 北海道 東川町 39.3%

15 宮崎県 西米良村 37.5%

16 沖縄県 与那国町 36.6%

17 鹿児島県 与論町 33.9%

18 北海道 音威子府村 33.7%

19 東京都 中央区 32.8%

20 福岡県 新宮町 32.1%

21 長野県 野沢温泉村 31.8%

22 北海道 東神楽町 31.3%

23 福岡県 福津市 30.5%

24 青森県 六戸町 30.4%

25 岐阜県 白川村 30.4%

26 長野県 北相木村 30.2%

27 沖縄県 東村 30.1%

28 千葉県 流山市 27.9%

29 東京都 千代田区 27.4%

30 東京都 神津島村 27.2%

順位 都道府県 市町村名 増減率

1 鹿児島県 三島村 478.0%

2 鹿児島県 十島村 144.4%

3 沖縄県 渡名喜村 142.9%

4 島根県 知夫村 118.2%

5 北海道 赤井川村 59.5%

6 長野県 大鹿村 58.4%

7 東京都 青ヶ島村 55.6%

7 和歌山県 北山村 55.6%

9 北海道 ニセコ町 45.8%

10 沖縄県 南大東村 44.4%

11 沖縄県 座間味村 43.9%

12 島根県 海士町 43.8%

13 宮崎県 西米良村 37.5%

14 沖縄県 与那国町 36.6%

15 鹿児島県 与論町 33.9%

16 北海道 音威子府村 33.7%

17 長野県 野沢温泉村 31.8%

18 岐阜県 白川村 30.4%

19 長野県 北相木村 30.2%

20 沖縄県 東村 30.1%

21 沖縄県 竹富町 26.7%

22 高知県 大川村 23.1%

23 沖縄県 伊是名村 22.0%

24 北海道 真狩村 21.7%

25 北海道 厚真町 21.4%

26 島根県 西ノ島町 21.2%

27 愛知県 豊根村 21.1%

28 北海道 中頓別町 21.1%

29 沖縄県 伊江村 19.1%

30 愛媛県 鬼北町 18.8%

全自治体 トップ30 過疎自治体 トップ30 



実質社会増減率 【 2013年3月～2018年1月】 



実質社会増減率 【 2013年3月～2018年1月】 

全自治体 トップ30 過疎自治体 トップ30 

順位 都道府県 市町村名 増減率

1 鹿児島県 三島村 41.1%

2 北海道 占冠村 31.4%

3 新潟県 粟島浦村 28.7%

4 鹿児島県 十島村 27.9%

5 島根県 知夫村 25.6%

6 東京都 中央区 20.6%

7 北海道 赤井川村 17.9%

8 東京都 千代田区 17.9%

9 沖縄県 与那国町 15.9%

10 福岡県 新宮町 15.0%

11 北海道 留寿都村 14.3%

12 北海道 ニセコ町 13.1%

13 福岡県 福津市 12.8%

14 千葉県 流山市 10.5%

15 北海道 東川町 10.4%

16 東京都 台東区 10.3%

17 東京都 豊島区 10.2%

18 茨城県 つくばみらい市 10.1%

19 沖縄県 中城村 10.0%

20 東京都 新宿区 9.7%

21 東京都 墨田区 9.5%

22 東京都 文京区 9.4%

23 山梨県 小菅村 9.3%

24 島根県 海士町 9.0%

25 沖縄県 竹富町 8.8%

26 北海道 倶知安町 8.6%

27 宮城県 大和町 8.4%

28 東京都 港区 8.3%

29 東京都 中野区 8.3%

30 東京都 北区 8.3%

順位 都道府県 市町村名 増減率

1 鹿児島県 三島村 41.1%

2 北海道 占冠村 31.4%

3 新潟県 粟島浦村 28.7%

4 鹿児島県 十島村 27.9%

5 島根県 知夫村 25.6%

6 北海道 赤井川村 17.9%

7 沖縄県 与那国町 15.9%

8 北海道 留寿都村 14.3%

9 北海道 ニセコ町 13.1%

10 山梨県 小菅村 9.3%

11 島根県 海士町 9.0%

12 沖縄県 竹富町 8.8%

13 山梨県 早川町 7.8%

14 高知県 大川村 7.6%

15 山梨県 丹波山村 6.9%

16 高知県 檮原町 5.8%

17 沖縄県 座間味村 5.2%

18 北海道 音威子府村 5.1%

19 広島県 大崎上島町 5.0%

20 宮崎県 西米良村 4.7%

21 北海道 鶴居村 4.4%

22 鹿児島県 姶良市 4.4%

23 北海道 上士幌町 3.7%

24 北海道 厚真町 3.7%

25 東京都 青ヶ島村 3.6%

26 愛媛県 上島町 3.6%

27 岡山県 新庄村 3.4%

28 長野県 野沢温泉村 3.4%

29 和歌山県 北山村 3.3%

30 岡山県 西粟倉村 3.3%



近畿・中四国 30代女性増減率（2013～2018年） 

大川村 



近畿・中四国 実質社会増減率（2013～2018年） 

分析：一般社団法人 持続可能な地域社会総合研究所 

大川村 
上島町 



順位 都道府県 市町村名 増減率

1 島根県 知夫村 118.2%

2 和歌山県 北山村 55.6%

3 島根県 海士町 43.8%

4 三重県 朝日町 23.2%

5 高知県 大川村 23.1%

6 島根県 西ノ島町 21.2%

7 京都府 大山崎町 19.5%

8 京都府 向日市 19.4%

9 愛媛県 鬼北町 18.8%

10 高知県 三原村 18.6%

11 京都府 京田辺市 17.6%

12 高知県 檮原町 16.5%

13 京都府 木津川市 16.4%

14 島根県 川本町 15.5%

15 山口県 阿武町 15.2%

16 和歌山県 上富田町 13.8%

17 和歌山県 日高町 13.4%

18 奈良県 王寺町 13.2%

19 山口県 和木町 13.0%

20 大阪府 吹田市 11.5%

順位 都道府県 市町村名 増減率

1 島根県 知夫村 25.6%

2 島根県 海士町 9.0%

3 高知県 大川村 7.6%

4 三重県 朝日町 6.9%

5 京都府 向日市 6.5%

6 京都府 京田辺市 6.2%

7 大阪府 田尻町 5.9%

8 高知県 檮原町 5.8%

9 京都府 木津川市 5.5%

10 奈良県 王寺町 5.0%

11 広島県 大崎上島町 5.0%

12 滋賀県 草津市 4.7%

13 京都府 大山崎町 4.6%

14 山口県 下松市 4.3%

15 和歌山県 日高町 4.3%

16 大阪府 吹田市 4.1%

17 大阪府 大阪市 4.1%

18 大阪府 箕面市 4.0%

19 和歌山県 上富田町 3.6%

20 愛媛県 上島町 3.6%

30代女性増減率TOP20 社会増減率TOP20 



吉野川の早明浦ダムの上流にある 
現在の産業振興は和牛と地鶏と花が軸 

高知版「小さな拠点」＝集落活動センター
では、学校給食＋保育所＋高齢者弁当 
を「合わせ技」で実施 

体験交流施設と山村留学生の寮も併設 
＜標高は７５０ｍ＞ 村の小＆中学校では、山村留学を受入れ 

若手農家ががんばる花卉栽培 

大川村 



大川村 2013年～2018年 男女・年代別人口の流出入率 

20代から子育て層まで、広範な流入超過に成功している 
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％
図② コーホート変化率 （各年齢層別５年間変化率、2013〜2018年） 男 女



愛媛県・上島町「まるほ農園」～夫婦で自然農法と食堂 



①30歳代前半夫婦が4歳以下の子供1人を連れてU・Iターン

②20代前半夫婦がU・Iターン

V2.2.0 島根県中山間地域研究センター ③60代前半夫婦（定年退職者）がU・Iターン

④○○代○性が卒業後Uターン

県名： ・基本世帯 下記世帯が毎年

市町村名：  世帯移住

 世帯移住

 世帯移住

・詳細設定世帯　下記世帯が毎年

①-2 1人  世帯移住

②-2  世帯移住

③-2  世帯移住

④-2  単身 女  世帯移住

現在の値は

 とする。

 とする。

 とする。

年齢層 〜4 〜9 〜14 〜19 〜24 〜29 〜34 〜39 〜44 〜49 〜54 〜59 〜64 〜69 〜74 〜79 〜84 〜89 90〜 合計 子ども計 高齢者計 人口（人）

男 1,151 1,248 1,290 1,370 1,191 1,305 1,613 1,772 1,603 1,640 2,048 2,260 2,513 1,886 1,637 1,662 1,195 580 263 28,227 3,689 7,223 65以上75以上 男女別 計 男女別 計

女 1,125 1,193 1,191 1,336 1,090 1,301 1,434 1,696 1,463 1,670 1,723 2,260 2,492 2,124 2,241 2,382 2,163 1,467 899 31,250 3,509 11,276 1,523 790

男女計 2,276 2,441 2,481 2,706 2,281 2,606 3,047 3,468 3,066 3,310 3,771 4,520 5,005 4,010 3,878 4,044 3,358 2,047 1,162 59,477 7,198 18,499 1,430 744

男 1,085 1,120 1,213 1,226 1,172 1,127 1,344 1,615 1,732 1,584 1,607 1,986 2,201 2,393 1,718 1,428 1,267 720 314 26,852 3,418 7,840 全体 -5.1 65以上75以上 男女別 計 男女別 計

女 1,082 1,086 1,130 1,186 1,094 1,015 1,348 1,450 1,636 1,420 1,645 1,709 2,230 2,447 2,064 2,094 2,094 1,678 1,179 29,587 3,298 11,556 男 -4.9 1,400 730

男女計 2,167 2,206 2,343 2,412 2,266 2,142 2,692 3,065 3,368 3,004 3,252 3,695 4,431 4,840 3,782 3,522 3,361 2,398 1,493 56,439 6,716 19,396 女 -5.3 1,330 689

年齢層 〜4 〜9 〜14 〜19 〜24 〜29 〜34 〜39 〜44 〜49 〜54 〜59 〜64 〜69 〜74 〜79 〜84 〜89 90〜 合計 子ども計 高齢者計

男 0.23 0.97 0.97 0.95 0.86 0.95 1.03 1.00 0.98 0.99 0.98 0.97 0.97 0.95 0.91 0.87 0.79 0.68 0.43

女 0.22 0.97 0.95 1.00 0.82 0.93 1.04 1.01 0.96 0.97 0.99 0.99 0.99 0.98 0.97 0.93 0.92 0.83 0.52 5年間 対0比 65以上75以上 男女別 計 男女別 計

男 1,272 1,056 1,089 1,153 1,339 1,109 1,451 1,346 1,579 1,711 1,552 1,558 2,224 2,096 2,180 1,499 1,124 855 443 26,635 3,417 8,197 1,287 666

女 1,219 1,044 1,029 1,125 1,261 1,019 1,342 1,363 1,399 1,588 1,399 1,632 1,976 2,190 2,378 1,929 1,918 1,729 1,490 29,029 3,292 11,634 1,244 637

男 1,296 1,238 1,026 1,035 1,276 1,267 1,432 1,452 1,315 1,560 1,677 1,505 1,808 2,118 1,909 1,902 1,179 759 556 26,311 3,560 8,423 1,359 617

女 1,241 1,177 989 1,024 1,211 1,174 1,346 1,357 1,315 1,358 1,564 1,387 1,900 1,941 2,128 2,222 1,767 1,584 1,679 28,364 3,407 11,321 1,300 601

男 1,304 1,261 1,203 975 1,175 1,208 1,595 1,434 1,420 1,300 1,528 1,626 1,756 1,721 1,929 1,665 1,497 796 564 25,958 3,769 8,173 1,479 676

女 1,249 1,198 1,114 985 1,129 1,128 1,507 1,361 1,309 1,276 1,337 1,551 1,659 1,866 1,886 1,988 2,036 1,459 1,702 27,740 3,561 10,937 1,387 643

男 1,305 1,269 1,226 1,144 1,124 1,112 1,534 1,597 1,402 1,403 1,274 1,482 1,874 1,672 1,568 1,683 1,311 1,010 583 25,571 3,800 7,827 1,497 719

女 1,250 1,206 1,135 1,110 1,097 1,051 1,459 1,524 1,312 1,270 1,257 1,326 1,821 1,629 1,813 1,762 1,822 1,681 1,649 27,173 3,591 10,356 1,404 676

男 1,293 1,270 1,233 1,165 1,268 1,064 1,435 1,536 1,561 1,385 1,375 1,235 1,733 1,784 1,523 1,368 1,325 885 683 25,120 3,796 7,567 1,502 726

女 1,238 1,207 1,142 1,130 1,199 1,021 1,379 1,475 1,470 1,274 1,251 1,247 1,599 1,788 1,583 1,694 1,614 1,504 1,737 26,552 3,587 9,921 1,409 683

男 1,293 1,258 1,235 1,172 1,286 1,200 1,386 1,437 1,501 1,542 1,357 1,333 1,493 1,651 1,625 1,329 1,077 894 672 24,740 3,785 7,247 1,496 728

女 1,238 1,195 1,143 1,137 1,215 1,116 1,348 1,394 1,423 1,427 1,255 1,241 1,520 1,570 1,737 1,479 1,552 1,333 1,691 26,016 3,576 9,362 1,403 685

男 1,313 1,258 1,223 1,173 1,293 1,217 1,526 1,387 1,404 1,483 1,511 1,316 1,588 1,421 1,504 1,418 1,046 727 671 24,480 3,793 6,786 1,488 724

女 1,257 1,195 1,132 1,138 1,221 1,132 1,447 1,363 1,345 1,381 1,405 1,245 1,515 1,493 1,526 1,623 1,355 1,282 1,577 25,632 3,584 8,856 1,396 680

男 1,340 1,277 1,223 1,162 1,294 1,223 1,544 1,528 1,356 1,388 1,453 1,465 1,572 1,512 1,295 1,312 1,116 706 599 24,365 3,840 6,540 1,500 721

女 1,283 1,214 1,132 1,127 1,222 1,137 1,463 1,463 1,315 1,306 1,360 1,394 1,518 1,487 1,451 1,426 1,487 1,119 1,491 25,395 3,629 8,461 1,407 678

→ 図⑥（子ども人口） → 図② ←

年齢層 〜4 〜9 〜14 〜19 〜24 〜29 〜34 〜39 〜44 〜49 〜54 〜59 〜64 〜69 〜74 〜79 〜84 〜89 90〜

男 1,085 1,120 1,213 1,226 1,172 1,127 1,344 1,615 1,732 1,584 1,607 1,986 2,201 2,393 1,718 1,428 1,267 720 314

女 1,082 1,086 1,130 1,186 1,094 1,015 1,348 1,450 1,636 1,420 1,645 1,709 2,230 2,447 2,064 2,094 2,094 1,678 1,179

89.93 % ※90%以上が望ましい

年齢層 〜4 〜9 〜14 〜19 〜24 〜29 〜34 〜39 〜44 〜49 〜54 〜59 〜64 〜69 〜74 〜79 〜84 〜89 90〜 1.60 % ※ 0%以上が望ましい（2015年の高齢化率が40%を超える場合のみ）

男 1,304 1,261 1,203 975 1,175 1,208 1,595 1,434 1,420 1,300 1,528 1,626 1,756 1,721 1,929 1,665 1,497 796 564 109.61 % ※90%以上が望ましい

女 1,249 1,198 1,114 985 1,129 1,128 1,507 1,361 1,309 1,276 1,337 1,551 1,659 1,866 1,886 1,988 2,036 1,459 1,702

年齢層 〜4 〜9 〜14 〜19 〜24 〜29 〜34 〜39 〜44 〜49 〜54 〜59 〜64 〜69 〜74 〜79 〜84 〜89 90〜

男 0.94 0.97 0.97 0.95 0.86 0.95 1.03 1.00 0.98 0.99 0.98 0.97 0.97 0.95 0.91 0.87 0.79 0.68 0.43

女 0.96 0.97 0.95 1.00 0.82 0.93 1.04 1.01 0.96 0.97 0.99 0.99 0.99 0.98 0.97 0.93 0.92 0.83 0.52

男 -5.7 -2.7 -2.8 -5.0 -14.5 -5.4 3.0 0.1 -2.3 -1.2 -2.0 -3.0 -2.6 -4.8 -8.9 -12.8 -21.3 -32.5 -57.2

女 -3.8 -3.5 -5.3 -0.4 -18.1 -6.9 3.6 1.1 -3.5 -2.9 -1.5 -0.8 -1.3 -1.8 -2.8 -6.6 -8.4 -17.4 -47.8

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 図①　コーホート変化率　　 　　                  （各年齢層別５年間変化率、2010〜2015年）①夫婦 ①子ども ②夫婦 ③夫婦 ④性別 ④年代

※1 合計特殊出生率を 1.77

男性　10代後半から20代前半の流出率を 14%

女性　10代後半から20代前半の流出率を 18%

60代後半  夫婦（定年退職者）がU・Iターン 0.0

20代前半 がUターン 0.0

30代後半  夫婦が子どもを 連れてU・Iターン 0.0

20代前半  夫婦がU・Iターン 0.0

【世帯類型別】　移住モデル

①30歳代前半夫婦が4歳以下の子ども1人を連れてU・Iターン 58.0

②20代前半夫婦がU・Iターン 58.0

③60代前半夫婦（定年退職者）がU・Iターン 58.0

人口総数：

2035年

高齢化率：

→ 図④

子ども人口：

コーホート変化率

コーホート変化率の

増減割合（０＝±０）
→ 図①

2,907 1,400

→ 図②   →   図⑤

2015年
コメント

→ 図③ ・30年後の対2015年比は

〃     　2055年 49,760 -11.8 -11.8 30.1 ###

2,899 1,413

〃     　2050年 50,112 -11.2 -11.2 31.2 ### 2,885 1,404

〃     　2045年 50,756 -10.1 -10.1 32.7 ###

2,901 1,395

〃     　2040年 51,672 -8.4 -8.4 33.8 ### 2,911 1,409

〃     　2035年 52,744 -6.5 -6.5 34.5 ###

2,658 1,218

〃     　2030年 53,698 -4.9 -4.9 35.6 ### 2,866 1,319

〃     　2025年 54,675 -3.1 -3.1 36.1 ###

中学生人口(人)

予測人口　2020年 55,665 -1.4 - 35.6 ### 2,531 1,303

コーホート変化率 人口（人）
人口増減率(％) 高齢化率(％) 小学生人口(人)

1,534

2015年 56,439
34.4 19.1 2,729 1,420

人口増減率(％) 高齢化率(％) 小学生人口(人)中学生人口(人)

2010年 59,477 -
31.1 17.8 2,953

※1合計特殊出生率について

ここでの【合計特殊出生率】は、現状の社会移動を含む

女性子ども比を変換したものであり、一般的な【合計特殊出生

率】

0

浜田市 算出基準年度： 2015 2015年世帯数： 0

人口予測シュミレーション　

島根県 地区名： 浜田市 2010年世帯数：

男性10代後半流出率 14%

女性10代後半流出率 18%

※1 合計特殊出生率 1.77

地区ID： 32202 人口予測FLG： 0 0人階級はプラス： 0.5
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図② 今後の人口予測（現行推移モデル） 人口 高齢化率
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図② 今後の人口予測 人口 高齢化率
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図③ 2015年人口ピラミッド 女 男
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図④ 2035年人口ピラミッド予測 女 男
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図⑤ 小・中学生人口の将来予測
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図⑥ 子ども（１５歳未満）人口の将来予測

進化版・地域人口ビジョン 
シミュレーションシステム 

開発者＝藤山所長 
＆森山理事 ＜特長＞ 

①３世代の定住増に加えて、 
出生率向上、若年層流出防止 
の政策効果も組み合わせて 
総合的な人口ビジョンをサポート 
②定住増加の年代も自由に設定 
③年代人口０等の特異値対応可 
現在、希望市町村と共同研究契約により 
地域人口ビジョン等に活用中 

２．安芸高田市の人口分析 
と安定化シナリオ 
５年前と現在の男女５歳刻み人口データでOK
（住民基本台帳から毎年でも作成可能） 



（１）現状分析 

人口28,661人、高齢化率39.1％（75歳以上21.7％） 
主力世代＝60代後半 
＊農業の平均引退年齢＝76.7歳（島根県内調査） 

安芸高田市 全体の人口分析および将来予測 

①現在の年齢構成 

＊2014年・2019年の 
住民基本台帳に基づく 



②年齢階層別の人口増減率（2014～2019年） 

５～９歳・３０代後半は流入超過（子連れ世帯）を実現！ 
30代前半女性も改善。20代の大きな流出超過（特に女性）
が課題。 



★年齢階層別の人口増減（流出入）率 
昨年２０１３年～２０１８年のグラフ 

20代～30代前半での流出（特に女性）が課題→少子化 
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（各年齢層別５年間変化率、2013〜2018年）



（２）将来予測＜現状推移シナリオ＞2014～2019年版 

人口減少が進行するが、昨年よりもやや改善の兆し 



②小・中学生の人口予測（現状推移シナリオ） 
2014～2019年版 

小・中学生数は２０年で半減するペースとなっている 
ただし、昨年よりもやや改善の兆しあり 



（３）組み合わせ最適シナリオ 

【出生率・流出率・定住増加】の３つを組み合わせた最適シ
ナリオが検討してみる。 
  
●出  生  率：１.８０に段階的に向上（現在1.43） 
 
●流  出  率：10代後半～20代前半の流出率を抑制 
           男８％→６％、女９％→６％  
 
●定住増加組数： 
 現在人口の０．８％分増加（住民１２５人に１人） 

20代前半男女１組（２名）          ３４組 
30代子連れ夫婦１組（３名）         ３４組 
60代定年帰郷夫婦１組（２名）       ３４組 

合計 
１０２組 
２３８人 

昨年までは０．９％の定住増加
が必要→０．１ポイント向上！ 



①今後の人口 
・高齢化率予測 

②小・中学生 
の人口予測 

安定化
達成！ 

２割増し
に回復 


